
平成２３年度　学校評価書

Ⅰ　経営の重点に関わること

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ⅱ　各指導部・領域等に関わること

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

2
生徒指導

(1)一人一人を大切
にした指導
【市共通項目４】

①服装、言葉遣い、あいさつに品位を求める指導を推進する。【生徒課】

Ｂ
【学校説明】
声かけ等の指導では、個々の状況に合わせた指導を各教員が行った。またいじめ等の
訴えもなかった。

②ボランティア活動や地域活動へ積極的に参加する生徒を育成する。
【生徒課】

Ａ
【学校説明】
生徒会では今年も特別支援学校との交流で相互の文化祭を訪問した。本校を訪問した特
別支援生徒の移動では、係り以外の生徒も積極的に参加してくれた。

学校関係者評価委員会から

① 授業を重視するとともに、家庭学習習慣の定着を図る。【各学年】(1)確かな学力の育
成
【市共通項目１】

【学校説明】〔３年部〕
　・遅刻指導・欠席指導
　・家庭学習時間調査の実施(５月)と二者面談

② 生徒発達段階に対応した、各学年でのより密度の濃い学習を確立させる。
【各学年】

【学校説明】
プロジェクター等の利用日数は、ほぼ１００％であった。特に国語・社会・理科・英語
の教科で利用。来年度は、さらに多くの先生方が利用するようにしたい。

③ＩＣＴ機材を活用した指導教材を開発する。【研修課】

【学校説明】〔３年部〕受験生への意識の切り替え
　・総合学習：進路講演会、小論文指導、志望届作成、模試の活用指導と分析説明会
　・課外：早朝課外(英国数)、放課後課外（５教科）、アドバンスト講座(英数国)実施
　・面接：三者面談（夏・冬）・進路相談

Ｂ

　予習をしないと授業がわか
らないなど、家庭学習の習慣
づけをさらに図ることが望ま
れ、少しずつでも家庭学習の
時間が延びていけば成功だと
感じる。
　授業全体が受験のための授
業に偏っているように感じ
る。生徒が自ら学ぶ授業があ
るとよい。

評価指標
 自己
評価

1
教育課程
学習指導

(3)特別活動の充実
【市共通項目３】

【学校説明】
文化祭では「お客様を迎える心」を合言葉に生徒会が頑張った。昨年以上のムードで、
ほとんどの生徒がきちっとした態度で教員・来訪者の期待にこたえてくれた。

Ａ

Ａ

Ｂ

　遅刻・交通指導は、関係性
が強いと思うので、粘り強く
指導を続け、両方とも０を目
指してほしい。
　人としてあるべき姿・高校
生として身に付けてるマナー
の指導を充実させる。

　文化祭での対応は自然でと
ても良かった。日常から来訪
者をお客様として応対できる
と良い。
　震災等の話題が文化祭でも
あるとさらに良かった。

Ａ

【学校説明】授業やHRなどあらゆる場面を通して家庭学習の重要性の指導を行ったり、各教科
において課題（宿題)を出し家庭学習習慣の定着を図ったり、学習時間調査を年２回行ったりし
たが、主体的に学習に取り組ませる方策については、科学探究科においては達成できているが、
普通科においてはさらに工夫していく余地がある。

(2)品位ある生活
習慣の確立

2
重点目標

　
文武両道（学習
活動と部活動）を
目指す教育活動
の確立

(1)学力の保障

大項目 中項目

(2)道徳教育の充実
【市共通項目２】

【学校説明】〔１年部〕
　・定期テスト、実力養成テスト前の目標設定及び学習の記録記入、面接指導
　・定期テスト、実力養成テスト後のテスト個表の配布及び活用、面接指導
　
【学校説明】〔２年部〕家庭学習時間の確保
　・家庭学習時間調査の実施。(春、秋２回)
  ・英週テスト、数朝プリント、物理小テスト(年39回)、生物週末課題(模試過去問)実施

【学校説明】〔１年部〕学習内容の理解、学習習慣の確立
　・英語週テスト及び数学朝プリントの実施、早朝課外(英数国)及び土曜講座の実施
　・総合学習：進路講演会、小論文指導等
　・面接指導、進路相談の実施

【学校説明】〔２年部〕高校生から受験生への意識の変換
　・ＢＦ：学部学科説明会、小論文指導、模試振り返り、第一志望届の実施
　・模試直前の過去問の実施
　・面談：進路相談、情報提供

①自他を尊重するとともに、交通ルールの遵守や時間を守る等のモラル指導を
充実する。【生徒課】

学校名：　　静岡市立高等学校

学校関係者評価委員会から

【学校説明】
前半は遅刻も比較的少なく推移したが、寒気からの遅刻が増えている。このことは交通
事故の増加にも関係しており、早めの登校を家庭と協力し徹底したい。

①委員会活動や文化祭等への積極的な参加と新たな取り組みによる内容の充実
を図る。【生徒課】

①シラバス活用を検討するとともに、新教育課程への対応の準備を始める。
【教務課】

【学校説明】
新入生指導や年度当初の授業の中で、シラバスを使って年間の授業計画や学習方法を指導した。
H24年度から数学と理科が新教育課程になるので、シラバス作成を通してその対応の準備を継続
的に行っている。

②家庭学習時間の確保と家庭学習習慣の定着を図り、主体的な学習への取り
組みを促す。【教務課】

①生徒の規範意識を高め、市高生としての自覚を向上させる。【生徒課】

 自己
評価

1　学校教育目標：「質実剛健」の気風を継承し、調和のとれた、社会に貢献できる創造的な人間の育成

　生徒の目線と合わせて教員
もアドバイスし、指導するこ
とが望まれる。文化祭では、
震災等に関連する取り組みも
ほしかった。他人が喜ぶ活動
にも積極的に参加してほし
い。

【学校説明】
服装指導を登校時に職員全員で行うことを4月から始めた。以前のような極端に短いス
カート等は無くなり改善が見られている。今後も一層の指導を徹底していきたい。

②生徒会活動を活発化し、充実した学校生活を送る。【生徒課】

Ｂ
【学校説明】
市高祭、委員会活動等、より生徒一人一人が自分のことと受け止め、積極的に参加し
ていくムードを盛り上げていきたい。

Ａ

Ｂ

Ａ

　シラバスが教育目標等を具
現化するものになっているか
検討が必要である。
　実情に即した内容であり、
生徒に達成感を感じさせる工
夫も必要である。

　生徒が主体的に授業に臨む
ようになることが必要であ
る。また、生徒が自ら取り組
みたくなる課題提供が必要で
ある。
　学年ごとに定着度を表す数
値があると良い。

　教員の意識が高まってるよ
うに感じる。外部で会うと挨
拶してくれる生徒が多い。さ
らに規律を維持し、集団生活
を円滑に行えるように指導を
願う。

　しっかりと計画が実施され
ていると感じ、進学校として
確立されてきているように思
う。さらに生徒の学習状況を
把握し、家庭学習ノートを３
年間継続される等、継続指導
の観点もあるとよいと思う。
また、課外授業も更に充実さ
せてほしい。

　ＩＣＴ機器等の教育機器を
積極的に活用してほしい。
　さらに効果・成果がわかる
とよい。

　校外で会った生徒から挨拶
等があり良い。機会を逃さ
ず、言葉遣い等の基本的な態
度を教えることが大切であ
り、その中で市高生としての
誇りが持てると良い。

　高校生も社会の一員として
「人の役に立つ」ことを自覚
してほしい。そのために、さ
らに積極的にボランティア活
動等に参加するようにした
い。



Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

　少人数であれば、指導や充
実させることが出来る。個に
対応した指導が更に進むよう
に期待したい。
　難関大学への科学探究科か
らの合格を期待します。

④グループ学習、コラボレーション学習、プロジェクト学習の導入
【科学探究科】

Ａ

　学習形態を工夫し、ＣＤプ
ラン等での貴重な体験を活か
し、主体的に進路を選択して
ほしい。
　科学探究科での工夫した指
導を普通科にも活かせるよう
な活性化を臨む。

11
科学探究科

(1)科学探究科指導
の工夫・研究

Ａ

　「探究プログラム」は、生
徒が意欲的に取り組めてい
た。自ら取り組むことが、楽
しく感じられるような指導を
続けてほしい。

②ＩＣＴ機材を活用した指導教材の開発【科学探究科】

Ｂ

　さらにＩＣＴ機器の活用を
高めたい。活用した授業の効
果を検証し、効果的な利用を
さらに進めたい。

【学校説明】
　理数科目においては、クラスを半分に分け実施した。普段より手厚い指導ができた。

【学校説明】
　学校設定科目や総合的な学習においては、かなり意図した学習ができたので、引き続
き継続していきたい。

【学校説明】：「探究プログラムⅠ」
　１つのテーマが大きく、予定よりも時間がかかったが、生徒は興味を持って意欲的に
取り組むことができ、初年度としては上々である。

【学校説明】
　理科の授業では数回活用した。主に、学校設定科目での利用に主眼を置いたので、こ
れに関しては、かなり活用できた。

①学校設定科目の指導の工夫【科学探究科】

③理数科目における少人数指導の工夫【科学探究科】

7
組織運営

9
保護者・地域住
民等との連携

10
施設設備

(1)リサイクルや省
エネの推進

(1)信頼される学校
づくりの推進
【市共通項目10】

8
研修

(1)研修体制の充実
【市共通項目９】

Ａ
【学校説明】
6月に市高節電対策2011を策定し、節電に取り組んだ。その結果、12月末現在で前年度
比△15.2％の電力使用量を削減できた。

②緊急連絡メールシステムを確立し、素早い情報提供を行う。【広報課】

Ａ

①校舎内外の清掃と美化及び資源を節約する。【保健環境課】

Ｂ
【学校説明】ゴミの分別やリサイクルはできるようになってきているが、毎日の清掃等
で美化意識をさらに高める必要がある。

【学校説明】メール一斉送信のシステム（ロコクリ）を導入し、運用している。情報提
供者（クラス担任や部活動顧問等）自らが、生徒および保護者に即時に情報提供できる
ようになった。また、職員間の連絡にも使用され、休日や自宅に不在のときでも確実に
情報の共有をすることができるようになった。

②使用していない教室の消灯、エアコンの適切な温度設定等により、節電に努
める。【事務室】

①ホームページをリニューアルし、分かりやすい情報提供に努める。
【広報課】

Ｂ

①研修テーマを設定し、公開授業・職員研修・授業評価を取り入れ、研修テー
マの達成を目指す。【研修課】

Ａ
【学校説明】
公開授業・職員研修・授業評価を計画通り行い、さらに授業研修週間も設定し、教員間
で授業の質や内容の向上に努める雰囲気が高まった。

【学校説明】学校からの情報を早く正確に提供することができた。具体的には、生徒の
家庭への配布プリントの公開や学校行事・イベント等の公開をインターネットを使って
迅速に行った。一方、学校ホームページのデザイン変更については未完成。

Ａ

(1)組織・運営の改善
【市共通項目８】

①各分掌や委員会等を組織化し、業務の効率化を図る。【管理職】

Ｂ

Ａ
【学校説明】週２日のカウンセラーの利用生徒が多かったが、特定の生徒の利用が目
立った。カウンセラーが空いている時は、教員も気になる生徒の相談に行き、指導の助
けとした。

【学校説明】新たに行事検討委員会を設置し、修学旅行、勉強合宿等の全校的な行事に
ついて検討し、今後への道筋をつけた。また、校内組織図を見直し、委員会と個人担当
業務等との位置づけの違いを明確化した。

5
保健管理・指導

(1)健康教育の充実
【市共通項目６】

【学校説明】健康診断後の治療勧告をして、健康の確保に努めさせた。また、生徒保健
委員会発行の保健便りや保健の授業を通して、毎日の生活で心がける事項を確認し、自
分で健康を維持する意識を持たせた。

6
特別支援教育

(1)学校の実態に応
じた校内支援体制
づくりの推進
【市共通項目７】

①心のケアの必要な生徒の指導を充実する。【保健環境課】

①定期健康診断・学校行事前の健康調査を通して、生徒の自己健康管理意識を
高める。【保健環境課】

3
進路指導

4
安全管理・指導

Ａ

(1)学校安全システ
ムの構築
【市共通項目５】

(1)進路指導の充実 ①キャリア教育の視点に立つ進路支援を実施する。【進路課】

Ｂ

【学校説明】「非常災害等対応マニュアル」を作成し、自衛消防組織任務の確認及び実
地訓練をおこなった。

Ａ

①昨年度作成した新規の「防火・防災計画」に基づき、職員の防災の意識の高
揚と充実を図る。【総務課】

【学校説明】今年度から自主消防及び初期消火訓練を増やしたが、地区別集会・地震防
災訓練・防火避難訓練を予定通り実施できた。

②防災や地区別集会等を開催し、生徒の防災意識の高揚を図る。【総務課】

学校から　　経営のまとめ（成果と課題）

・平成23年度の本校の取り組みについて、委員の皆様から、貴重な意見やアドバイス、理解ある評価をいただいた。
・本校では、学力の保障を第一と位置づけ、授業公開や授業評価アンケート、ＩＣＴの活用などを通して魅力ある授業づく
りを目標として教育活動に励んできた。次年度以降も、確かな学力の育成を目指し、授業改善を図っていく。
・今年度は、科学探究科を開設して特色ある理数教育を行なってきた。普通科の活動も含め、ホームページ等を通して生徒

【学校説明】各学年では、進路に関して適切だと判断した情報や資料を提供している。
提供する時期の計画性について確認したい。

【学校説明】総合的学習の時間（BF)では、これまでを振り返り、自分自身を見つめなおし、
将来なりたいの自分の姿をイメージするワークから始まり、大学・学部研究や職業調べ、３
ポイント制、第一志望届、進路希望調査などの様々な取り組みを展開し、生徒が各自進路を
開拓していけるよう支援の枠組みを整備しつつある。
②進路に関する情報や適切な資料を提供する。【進路課】

学校関係者評価委員会まとめ

 進学率の上昇等進学校としての取り組
み等が確立されていきている。生徒自
身も社会の一員であることを自覚さ
せ、社会の変化や地域の実態を踏まえ

Ａ

　自分の健康は自分で管理す
るという意識を生徒に持たせ
る。保健だより等をさらに充
実させてほしい。

　職業や進路の多様な情報を
生徒に提供する。また、卒業
して数年後の状況を把握し、
在校生の指導に役立てたい。
学年との情報交換を蜜にする
と良い。

　情報や資料の提供と同時に
活用する指導も徹底したい。

　これからますます省エネの
必要性は増えることが考えら
れる。自主的に消灯等を行う
ようにしたい。
　節約出来た金額が何に反映
されたかも知りたい。

　必要な情報が適切に提供さ
れていた。中学生や保護者に
もさらにわかりやすく提供し
たい。情報社会では、ＨＰが
学校の顔にもなり得る。

　緊急時や教員への早期の連
絡や危機管理等に大いに役立
つ。何を送信するか、充分な
検討も必要である。

　日々安全管理する意識を教
師全体で持ってほしい。ま
た、ＰＴＡとの協力も大切で
ある。

　高校生は社会では戦力とな
ることを意識して、防災訓練
に望んでほしい。また、自分
の命は自分で守ることが基本
であり、また学校という組織
でどう活動すべきかも大切で
ある。

　精神的に弱い生徒への細や
かな指導が必要である。学校
カウンセラーの指導手法を教
員が研修したり、情報交換を
大切にする必要がある。

　愛校心を育てたい。また、
環境が整っていると生活に緊
張感が生まれて良い。1年次に
清掃指導を徹底させ、さらに
生徒の新たな発見に清掃を役
立てたい。

　教員が役割を理解し、役目
を果たすことが組織である。
業務の効率化や学校行事の見
直し・検討は毎年必要であ
る。

　研究授業や校内研修を充実
させ、教員間で切磋琢磨する
雰囲気をつくってほしい。そ
れが生徒の学ぶ力につなが
る。
　研修テーマや授業アンケー
トの結果が知りたい。



・今年度は、科学探究科を開設して特色ある理数教育を行なってきた。普通科の活動も含め、ホームページ等を通して生徒
の活動状況を積極的に発信し、多くの中学生や保護者、学校関係者に科学探究科の理解を深めてもらいたい。
・今後も、文武両道を目指し、社会に貢献できる、調和のとれた、創造的な生徒を育成するよう努めていきたい。

せ、社会の変化や地域の実態を踏まえ
て、さらに「魅力ある学習の場」とな
ることを願う。


